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 「地域づくりで介護予防！」 

   赤東地区の通いの場「すみれ会」 

 題字 

2017 

№132 
 

HUREAI POKETTO 

牟礼東小学校 1年 

Ｐ２ 住み慣れた地域でいきいきと 

   ～毛野地区の取り組み～ 

Ｐ３ 地域福祉フォーラムが開催 

   されました 

Ｐ４ お知らせコーナー 

Ｐ５ 自然育児のススメ 

   いいづなの事業所紹介 

Ｐ６ まちがいさがしクイズ 

新 ささらばさら(❹コママンガ) 

    りんごのつぶやき 

毛野地区有志によるグループ「すみ

れ会」は、29 年度より町の総合事業の

一環として通いの場づくりの取り組み

を始めます。 

 「介護予防を充実し、生涯をいきい

きと安心して暮らすことのできる地域

へ」という想いを形に。 

 すみれ会は、大きな一歩を踏み出し

ます。※詳細は、次ページをご覧ください。 
 

この広報紙は、地域福祉を推進するために社協の事業内容など飯綱町の地域福祉に関する新鮮な情報を掲載し、 
共同募金の配分金を財源として発行されています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
、

社
会
の
効
率
性
の
向
上
が
求
め
ら
れ
る

な
か
、
新
た
な
地
域
づ
く
り
の
取
り
組

み
が
町
内
各
地
区
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

毛
野
地
区
「
す
み
れ
会
」
の
取
り
組
み 

す
み
れ
会
は
、
平
成
29
年
４
月
か
ら

公
会
堂
を
会
場
と
し
て
、
※
１

新
し
い
総

合
事
業
に
お
け
る
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
を

毎
月
２
回
実
施
し
ま
す
。 

会
は
、
28
年
度
ま
で
は
社
協
が
推
進

す
る
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
と
し
て
運

営
し
て
い
ま
し
た
が
、
地
域
に
は
サ
ロ

ン
に
参
加
し
て
い
な
い
、
ま
た
は
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
孤
立
の

問
題
を
抱
え
る
人
や
心
身
の
機
能
低
下

が
進
ん
で
い
る
人
が
い
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
会
で
は
、
介
護
予
防
に
取

り
組
む
場
と
し
て
の
地
域
の
※
２

通
い

の
場
の
魅
力
を
改
め
て
発
信
し
、
ま
た

会
場
へ
と
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
方
の

移
動
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。 

 

新
し
い
総
合
事
業
の
特
長 

飯
綱
町
で
の
新
し
い
総
合
事
業
に
お

け
る
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
毎
月
２

住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
き
い
き
と 

～
毛
野
地
区
の
取
り
組
み
～  

協力会員 協力会員 
協力会員 
協力会員 

回
以
上
の
開
催
が
必
要
な
ど
、
町
が
定

め
る
基
準
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
普
及
と
安
定
的
な
運
営
の
た

め
、
備
品
の
購
入
代
な
ど
へ
の
助
成
と
、

さ
ら
に
※
３

事
業
対
象
者
を
受
け
入
れ

る
こ
と
に
よ
る
人
件
費
が
助
成
さ
れ
ま

す
。 ま

た
、
対
象
地
域
内
に
同
じ
く
町
が

定
め
る
基
準
を
満
た
し
た
団
体
に
よ
る

通
い
の
場
へ
の
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
が

あ
れ
ば
、
会
場
ま
で
の
移
動
が
困
難
で

あ
っ
た
人
の
移
動
手
段
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

 
定
期
的
か
つ
継
続
的
に
利
用
の
で
き

る
通
い
の
場
を
住
民
主
体
で
展
開
す
る

こ
と
を
目
指
す
新
し
い
総
合
事
業
は
、

会
が
目
指
す
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い

え
ま
す
。 

 

他
地
区
へ
の
拡
が
り
に
期
待 

 

す
み
れ
会
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
毛
野
地

区
住
民
で
あ
れ
ば
誰
で
も
利
用
で
き
る

ほ
か
、
赤
東
（
東
柏
原
・
上
赤
塩
・
下

赤
塩
・
奈
良
本
・
扇
平
）
住
民
は
一
定

の
要
件
（
事
業
対
象
者
な
ど
）
を
満
た

し
た
方
が
原
則
と
し
て
無
料
で
利
用
で

き
ま
す
。 

ま
た
、
会
場
ま
で
の
移
動
が
困
難
な

方
に
は
、
事
業
対
象
者
を
中
心
に
通
い

の
場
へ
の
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
赤
東
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
サ

ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。 

 

独
居
世
帯
、
認
知
症
高
齢
者
の
増

加
な
ど
地
域
を
取
り
巻
く
環
境
が
大

き
く
変
化
す
る
な
か
、
支
え
合
い
活

動
、
介
護
予
防
活
動
の
拠
点
と
し
て
、

通
い
の
場
の
取
り
組
み
の
さ
ら
な
る

広
が
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

※
新
し
い
総
合
事
業
、
本
記
事
の
詳

し
い
内
容
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

■
飯
綱
町
社
会
福
祉
協
議
会 

電
話
：
２
５
３-

８
４
５
６ 

 
 

※
１ 

新
し
い
総
合
事
業
（
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
） 

介
護
保
険
制
度
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は

な
く
、
地
域
住
民
を
は
じ
め
、
企
業
、
地
縁
団

体
な
ど
多
様
な
担
い
手
に
よ
る
高
齢
者
の
支
援

体
制
を
、
地
域
の
中
に
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
を

目
指
す
も
の
。 

 ※
２ 

通
い
の
場 

公
会
堂
な
ど
歩
い
て
通
え
る
範
囲
に
設
置
さ

れ
た
「
サ
ロ
ン
」
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
」

「
ミ
ニ
体
操
教
室
」
な
ど
の
こ
と
。
地
域
住
民

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
社
会
参
加
や
生
き
が
い
、
住

民
同
士
の
信
頼
関
係
づ
く
り
、
介
護
予
防
を
推

進
す
る
。 

 ※
３ 

事
業
対
象
者
（
飯
綱
町
） 

平
成

29

年
度
以
降
に
認
定
を
受
け
た
要
支

援
者
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
身
体
や
生
活

等
に
関
す
る
25
の
質
問
リ
ス
ト
）
該
当
者
な

ど
。
町
の
窓
口
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

で
の
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
実
施
及
び
面
談

内
容
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。 

 

通いの場 Ｑ＆Ａ 
 

Ｑ 通いの場にはどんな効果がありますか  
Ａ 地域ニーズ(需要)が集まる場所であり、

問題解決(サービス開発)が図られる場所で

もあります。また、住民同士の結びつきが強

い地域は、信頼・協力関係ができるため、福

祉・保健・教育などの向上に相乗効果が期

待されます。 

 

Ｑ 必要なのはわかるけど、何をどう進めて

いいのかわからない  
Ａ 飯綱町社会福祉協議会(電話 253-8456)

が制度や手続きについて説明し、発足をお手

伝いします。お気軽にご相談ください。 

 

Ｑ すみれ会のサービスを利用したい  
Ａ 毛野地区にお住いの方であれば誰でも

利用できます。赤東地区にお住まいの方は地

域包括支援センター(電話 253-2485)にご相

談ください。 



                           

                           

                           

                           

認
知
症
状
を
患
う
一
人
暮
ら
し

の
「
カ
ズ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
が
様
々

な
契
約
を
結
ば
さ
れ
そ
う
に
な
る

中
、
ご
近
所
の
方
・
つ
な
が
り
隊
・

有
償
助
け
合
い
サ
ー
ビ
ス
協
力
者

な
ど
の
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
日
常

の
『
つ
な
が
り
』
に
よ
っ
て
、
金
銭

管
理
を
は
じ
め
と
す
る
適
切
な
契

約
の
支
援
を
行
う
『
成
年
後
見
補
佐

人
』
に
つ
な
ぐ
、
と
い
う
お
話
で
し

た
。
演
じ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
の
皆
さ
ん
。
熱 

 

 

現
在
地
域
に
は
、
認
知
症
や
重
度
の
障
害
に
よ
り
、
お
金
の
管
理
や
契

約
等
が
難
し
い
方
も
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
方
を
支
援
す
る
た

め
に
「
成
年
後
見
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
超
高
齢
社
会
を
迎
え
た
日
本
に

お
い
て
、
こ
の
先
さ
ら
に
必
要
と
な
っ
て
く
る
制
度
で
す
。 

 

今
回
の
地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
講
談
師
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る

神
田
織
音
氏
を
お
迎
え
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
成
年
後
見
制
度
が
よ
り 

身
近
な
も
の
と
し
て
感
じ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

寸
劇 

「
も
し
も
判
断
能
力
が
…
」 

の
こ
も
っ
た
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
演

技
に
、
会
場
の
皆
さ
ん
か
ら
は
「
内

容
が
わ
か
り
や
す
か
っ
た
」「
と
て

も
身
近
に
感
じ
て
勉
強
に
な
っ

た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

講
談
っ
て
な
に
…
？ 

 

講
談
と
は
、
『
聞
く
再
現
ド
ラ
マ
』

で
す
。
張
り
扇
で
釈
台
と
呼
ば
れ
る
台

を
叩
き
な
が
ら
主
に
歴
史
物
を
話
し

ま
す
。
張
り
扇
で
勢
い
よ
く
釈
台
を
叩

く
タ
イ
ミ
ン
グ
は
…
①
話
の
中
の
状

況
が
変
わ
る
と
き
や
時
間
が
経
過
す

る
と
き
、
②
力
を
入
れ
て
皆
さ
ん
に
伝

え
た
い
場
面
な
ど
で
す
！ 

認
知
症
の
疑
い
が
あ
る
「
り
ん
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
」
に
対
し
て
、
現
実
を
受
け

入
れ
ら
れ
ず
、
様
々
な
葛
藤
を
抱
え
る

家
族
に
つ
い
て
の
一
席
を
披
露
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

認
知
症
と
い
う
の
は
、
自
覚
症
状
が

出
に
く
く
、
周
り
の
方
の
気
づ
き
が
不

可
欠
で
す
。
身
内
の
方
の
認
知
症
を
認

め
る
こ
と
は
、
家
族
に
と
っ
て
は
非
常

に
難
し
く
、
辛
く
て
悲
し
い
こ
と
で

す
。
し
か
し
発
見
が
遅
れ
る
事
で
逆
に

症
状
が
進
み
、
よ
り
長
く
深
刻
な
介
護

を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。 

ま
ず
は
、
本
人
を
否
定
せ
ず
に
受
け 

 
 

講
談
① 

「
ボ
ケ
ち
ゃ
い
な
い
よ
」 

入
れ
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
、

も
の
忘
れ
外
来
な
ど
の
外
部
機
関
へ

受
診
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
い

た
、
認
知
症
予
防
の
一
席
で
し
た
。 

講
談
② 

「
ナ
オ
ト
君
だ
っ
て 

一
人
の
人
間
な
ん
だ
よ
」 

～
親
亡
き
後
を
心
配
し
て
～ 

 

脳
の
重
度
損
傷
に
よ
る
重
い
障
害

を
持
つ
ナ
オ
ト
君
は
18
歳
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
20
歳
に
な

る
と
親
は
親
権
を
失
う
た
め
、
ナ
オ

ト
君
は
今
後
、
契
約
や
財
産
管
理
な

ど
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ナ
オ
ト
君
に
変
わ
っ
て
意
思
を
代
理

す
る
『
後
見
人
』
を
決
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
判
断
能

力
が
無
く
て
も
安
心
し
て
暮
ら
し
て

生
き
て
い
く
た
め
に
…
。 

親
亡
き
後

に

託

せ

る

『
成
年
後
見

制
度
』
の
一

席
を
披
露
し

て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

←大勢の皆
様にご来場
いただきま
した！ 

第
11
回 

地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム 

～
も
し
も
の
時
に
頼
れ
る
制
度 

講
談
で
学
ぶ
！
成
年
後
見
制
度
～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
平
成
２９
年
度
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ 

開
催
の
お
知
ら
せ 

 

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
（
認
知
症
カ
フ
ェ
）

と
は
、
『
認
知
症
の
人
と
家
族
・
地
域
住

民
・
専
門
職
な
ど
、
誰
も
が
参
加
で
き
、

人
と
人
と
が
繋
が
り
、
お
話
や
情
報
交
換

な
ど
が
で
き
る
場
所
』
と
な
っ
て
い
ま

す
。
普
段
話
せ
な
い
こ
と
な
ど
、
こ
の
機

会
に
お
話
し
下
さ
い
。 

●
開
催
予
定
日 

 

４
月
17
日
・
５
月
15
日
・
６
月
19
日 

７
月
10
日
・
８
月
21
日
・
９
月
11
日 

10
月
16
日
・
11
月
20
日
・
12
月
18
日 

１
月
15
日
・
２
月
19
日
・
３
月
19
日 

※
い
ず
れ
も
、
月
曜
日
に
な
り
ま
す
。 

●
会
場 

 

元
気
の
館 

つ
ど
い
の
部
屋 

 
 

 
 

 

（
飯
綱
町
牟
礼
１
９
９
８
） 

●
時
間 

 
 

10
時
～
11
時
30
分 

●
参
加
費 

 
 

１
０
０
円
（
お
茶
代
と
し
て
） 

●
お
問
合
せ 

 

詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
下
記
セ
ン
タ

ー
ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

街
中
サ
ロ
ン
「
楽
ら
く
」 

開
催
の
お
知
ら
せ 

 

街
中
サ
ロ
ン
「
楽
ら
く
」
は
、
地

域
の
活
性
化
を
目
指
し
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
誰
で
も
気
軽
に
集
ま
れ
る

『
憩
い
の
場
』
で
す
。
皆
さ
ん
で
ゆ

っ
く
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
し

ょ
う
。 

●
開
催
予
定
日 

 
 

毎
月
第
２
・
第
４
金
曜
日 

●
会
場 

 
 

飯
綱
福
祉
セ
ン
タ
ー 

ロ
ビ
ー 

 
 

（
飯
綱
町
牟
礼
２
７
９
５-

５
） 

●
時
間 ９

時
30
分
～
11
時
30
分 

※
７
月
・
12
月
は
特
別
行
事
を
行
う

予
定
で
す
。 

７
月
28
日
（
金
） 

七
夕
飾
り 

12
月
22
日
（
金
） 

 
 

 
 

 
 

 

餅
つ
き 

 

●
お
問
合
せ 

 

飯
綱
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

 
 

電
話
：
２
５
３-

１
０
０
１ 

 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
２
５
３-

１
０
０
２ 

平
成

年
度
春
秋
の 

古
紙
回
収
の
お
知
ら
せ 

 
28
年
度
は
大
勢
の
皆
様
の
ご
協
力
に

よ
り
13
．
６
ｔ
も
の
古
紙
が
集
ま
り
ま

し
た
。
29
年
度
も
左
記
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

◆
回
収
日 

春 

５
月
９
日
（
火
） 

秋 

10
月
５
日
（
木
） 

※
い
ず
れ
も
午
前
８
時
30
分
ま
で

（
時
間
厳
守
） 

◆
回
収
場
所
《
西
地
区
》 

袖
之
山 

公
民
館
玄
関
前 

上 

村 

公
民
館
玄
関
前 

古 

町 

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

野
村
上 

公
民
館
玄
関
前 

高 

坂 

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

中 

宿 

倉
庫
前 

横 

手 

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

夏 

川 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

地
蔵
久
保 

公
民
館
玄
関
前 

◆
回
収
場
所
《
東
地
区
》 

平 

出 

集
落
セ
ン
タ
ー 

福 

井 

集
落
セ
ン
タ
ー 

坂 

上 

公
民
館
玄
関
前 

東
黒
川 

倉
庫
前 

四
ツ
屋 

資
源
置
き
場 

栄 

町 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

資
源
置
き
場 

番 
匠 
公
民
館
玄
関
前 

福
井
団
地 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

小 

玉 

公
民
館
玄
関
前 

牟 

礼 

公
民
館
玄
関
前 

西
黒
川 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

回
収
日
に
は
、
旧
牟
礼
中
央
保
育

園
に
て
８
時
30
分
～
16
時
ま
で

作
業
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

直
接
お
持
ち
い
た
だ
い
て
も
結
構

で
す
。 

◆
お
問
合
せ 

古
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
考
え
る
会 

電
話
２
５
３-

７
５
５
２
（
荒
井
宅
） 

 
 

２
５
３-

３
０
６
４
（
小
林
宅
） 

◆
回
収
で
き
る
も
の 

広
告
紙
、
牛
乳
パ
ッ
ク
、
包
装
紙
、 

カ
レ
ン
ダ
ー
、
カ
タ
ロ
グ
、
封
筒
、 

コ
ピ
ー
用
紙
、
は
が
き
、 

ア
ル
ミ
付
き
紙
パ
ッ
ク
等 

◆
回
収
で
き
な
い
も
の 

新
聞
紙
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
週
刊
誌
、 

マ
ン
ガ
本  

※
こ
ち
ら
は
町
の
古
紙
類
回
収
日

に
お
出
し
く
だ
さ
い
。 

東
高
原 

天
狗
の
館 

 
 

 
 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場 

 
 

 
 

資
源
置
き
場 

北 

川 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
横 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

収
集
場 

坂 

口 

坂
口
バ
ス
停 



                           

                         
 

  

                           

                        

答
こた

え 

① 女の子が持っている花 

② 女の人の髪形 

③ おじいさんのメガネ 

大川 藍加 様 / 清水 すみ子 様 / 滝沢 陽子 様 

佐藤 憲明 様 / 羽入田 隆也 様 

上記の皆様が当選されました。おめでとうございます。 

当選された方の景品につきましては、飯綱カード協同 

組合からのご協力をいただいております。 

 

 

飯

綱

町

の

事

業

所

紹

介

.
 

《
社
協
以
外
の
事
業
所
を
紹
介
し
ま
す
》 

 

★
お
や
つ
作
り
★ 

寒
さ
が
緩
み
、
雪
解
け
が
始
ま
っ
て
き
ま

し
た
。
あ
お
ぞ
ら
で
は
、
お
や
つ
に
ホ
ッ
ト

ケ
ー
キ
を
作
り
、
り
ん
ご
を
う
さ
ぎ
の
形
に

切
っ
て
食
べ
ま
し
た
。
普
段
は
２
ヶ
月
に
１

回
、
り
ん
ご
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
に
て
利
用
者

様
向
け
に
料
理
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
今
回
は
あ
お
ぞ
ら
で
も
出
来
る
、
簡
単

な
「
お
や
つ
作
り
」
を
体
験
し
ま
し
た
。 

 

ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
に
生
地
を
流
し
て
ホ
ッ

ト
ケ
ー
キ
を
焼
い
て
い
る
間
も
、
皆
さ
ん
笑

顔
で
楽
し
ま
れ
て
い
る
様
子
で
し
た
。
あ
る

利
用
者
様
は
、
り
ん
ご
を
包
丁
で
器
用
に
う

さ
ぎ
の
形
に
切
っ
て
他
の
方
に
も
配
っ
て
下

さ
い
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
様
は
自
分
で

作
っ
た
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
や
り
ん
ご
を
美
味
し

そ
う
に
召
し
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

今
後
も
あ
お
ぞ
ら
で
は
料
理
教
室
だ
け
で

は
な
く
、
利
用
者
様
が
楽
し
め
る
よ
う
な
企

画
を
行
い
、
日
々
の
生
活
が
豊
か
に
な
る
よ

う
支
援
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。 

自
然
育
児
の
ス
ス
メ
で
は
、
テ
ー

マ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
に

関
す
る
こ
と
・
子
育
て
に
つ
い
て
悩

ん
で
い
る
こ
と
や
不
思
議
に
思
っ
て

い
る
こ
と
・
聞
き
た
い
こ
と
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ま
ち
が
い
さ
が

し
ク
イ
ズ
の
感
想
欄
ま
た
は
、
左
記

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。 

電
話
：
２
５
３-

８
４
５
６ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
２
５
３-

２
９
０
７ 

 

Ｅ
メ
ー
ル
： 

iis
h

a
k
yo

@
ii-

s
h

a
k
yo

.o
r.jp

 

佐
々
木
正
美
先
生
、
汐
見
稔
幸
先

生
、
平
井
信
義
先
生
な
ど
の
著
書

を
お
す
す
め
し
ま
す
。 

読
書
の
時
間
は
取
り
に
く
い
の

で
す
が
、
親
の
感
性
と
親
の
エ
ゴ

を
は
き
違
え
な
い
よ
う
に
、
育
児

学
（
何
故
か
男
性
ば
か
り
？
）
の

ご
意
見
も
良
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

ｂ
ｙ 

唯
○
母 

子
供
は
、
親
の
言
葉
よ
り
も
、

親
自
身
の
ふ
る
ま
い
の
方
を
、
し

っ
か
り
受
け
取
っ
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
例
え
ば
「
片
付
け

て
ね
」
と
言
っ
て
も
、
親
が
普
段

か
ら
片
付
け
て
い
な
い
と
、
或
い

は
先
に
片
付
け
始
め
な
い
と
、
実

際
に
は
片
付
か
な
い･･･

。 

子
供
の
自
我
や
経
験
値
が
育

つ
と
、
特
に
面
倒
な
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
は
、
親
の
無
意
識
な
想
い

（
面
倒
～
）
も
嗅
ぎ
取
っ
て
し
ま

う
よ
う
で
す
。 

子
供
は
親
の
至
ら
な
い
部
分

を
教
え
て
く
れ
る
、
か
け
が
え
の

な
い
存
在
で
す
。
表
面
的
な
言
葉

掛
け
を
し
て
い
る
と
、
や
は
り
表

面
的
な
行
い
で
返
し
て
来
ま
す
。

言
葉
の
力
も
大
切
で
す
が
、
そ
の

言
葉
に
親
の
ふ
る
ま
い
を
合
わ

せ
な
い
と
！ 

子
供
へ
の
声
か
け
、
親
の
関
わ

り
方
の
参
考
に
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ア

メ
リ
カ
ン
の
諺
（
こ
と
わ
ざ
）
や 

 



―第１３１回― 今月も「まちがいさがしクイズ」に挑戦 
正解者の中から 5 名様に素敵なお楽しみプレゼント！  

左右の絵を見比べて３つの間違い

の答えがわかった方は、左記の要領

で記入の上、ご応募ください。社協

ホームページクイズ応募フォーム

又は社協来所による応募も受け付

けております。(町内在住の方に限

ります) 締切りは、４月１４日(金)

です。【消印有効】多くの皆様のご

応募お待ちしております。 

     
 

 

池
田 

義
則 

様 

 
 
 
 
 

お
米 

３０
㎏ 

  

仲
俣 

孝
志 

様 

 
 
 
 
 

お
米 

１００
㎏ 

  

川
上
マ
レ
ッ
ト 

 
 
 
 
 
 

ゴ
ル
フ 

様 

 
 
 
 

５
３
，
０
５
５
円 

  

こ
ぶ
し
会 

様 

 
 
 
 

１
８
，
０
０
０
円 

  
ブ
ル
ー
ベ
ル 

様 

 
 
 
 

５
０
，
０
０
０
円 

 

地
域
福
祉
の
推
進
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちがいさがしクイズ♪ 

    

ハガキ表
おもて

 

389-1201  

 

飯
いい

綱
づな

町
まち

芋川
いもがわ

181 

飯
いい

綱
づな

町
まち

社会
しゃかい

福祉
ふ く し

協
きょう

議会
ぎ か い

 

｢まちがいさがし｣ 

ハガキ裏
うら

 

・答
こた

え ・住所
じゅうしょ

 

・名前
な ま え

 ・電話番号
でんわばんごう

 

・今月号
こんげつごう

の感想
かんそう

、自然
し ぜ ん

育児
い く じ

のススメでとり

あげてほしいテーマ

などについて 

※第１３０回まちがいさがしクイズの答えと当選者の発表は前ページに掲載してあります。 

≪発行≫ふれあいぽけっと編集委員会（事務局：飯綱町社会福祉協議会） 〒389-1201 長野県上水内郡飯綱町大字芋川 181 

   電話：026-253-8456 FAX：026-253-2907 E メール iishakyo@ii-shakyo.or.jp HP http://ii-shakyo.or.jp 
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Ｑ 

寄
付 

 

長
野
市
の
真
島
小
学
校
で
、
二
年
前
か
ら
児
童
が

地
元
の
区
関
係
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
慶
応
大
学
の
学

生
ら
と
一
緒
に
「
だ
ん
ご
む
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い

う
防
災
関
連
の
取
り
組
み
を
し
て
い
て
、
報
告
会
を
や

る
と
い
う
の
で
聞
き
に
行
っ
て
き
た
。
児
童
が
自
分
た

ち
で
地
元
を
歩
き
、
災
害
時
に
危
な
い
と
思
っ
た
場
所

（
例
え
ば
塀
が
崩
れ
て
下
敷
き
に
な
り
そ
う
な
場
所
）

な
ど
を
地
図
に
書
き
込
ん
で
地
域
の
人
の
前
で
発
表
し

た
り
、
児
童
が
自
ら
作
っ
た
災
害
時
の
非
常
持
ち
出
し

袋
を
披
露
し
た
り
、
野
外
で
地
震
に
遭
遇
し
た
時
、
咄

嗟
に
身
の
安
全
を
守
る
た
め
の
ポ
ー
ズ
を
披
露
し
た
り

（
そ
れ
が
「
だ
ん
ご
む
し
」
の
ポ
ー
ズ
で
、
だ
か
ら
こ

の
取
り
組
み
も
「
だ
ん
ご
む
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
言

う
そ
う
だ
）、
そ
う
い
う
「
防
災
」
の
取
り
組
み
を
大
学

生
の
助
言
を
得
な
が
ら
、
地
域
の
大
人
と
一
緒
に
考
え

実
践
し
て
い
る
こ
と
が
面
白
い
と
思
っ
た
。 

防
災
活
動
は
多
く
の
地
域
で
消
防
団
や
役
場
や
消
防

署
な
ど
、
地
元
の
大
人
中
心
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
が

多
い
が
、
小
学
生
中
心
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
た
り
、

よ
そ
の
大
学
生
も
関
わ
る
こ
と
で
何
と
な
く
地
域
に

「
わ
く
わ
く
感
」
が
生
ま
れ
て
く
る
よ
う
に
感
じ
た
。 

こ
の
日
、
小
学
生
は
「
活
動
を
通
し
て
自
分
も
真
島

地
区
が
好
き
に
な
っ
た
」
と
発
表
し
て
い
た
し
、
大
学

生
も
「
自
分
た
ち
の
よ
う
な
者
が
地
域
活
動
に
関
わ
れ

て
、
や
り
が
い
を
感
じ
た
」
と
話
し
て
い
た
。
そ
れ
を

聞
い
て
い
た
地
元
の
方
も
彼
ら
の
声
で
自
分
の
地
域
の

良
さ
を
見
直
し
て
い
た
様
子
だ
っ
た
。
子
供
や
若
者
、

よ
そ
者
が
関
わ
る
と
わ
く
わ
く
す
る
地
域
活
動
に
な
る

よ
う
に
感
じ
た
。 

 

り
ん
ご
の
つ
ぶ
や
き 
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